
世の中の課題を解決する

長崎県五島市、五島列
島の奈留島と久賀島の
間にある奈留瀬戸という
海域に設置された、日本
初の潮流発電機「なるミ
ライ」。プロペラが回る速
さは1分間に7回。発電
機は巨大だが、周りの環
境や生き物たちの暮らし
に与える影響が少ないこ
とが確かめられている。（写
真提供／九電みらいエナ
ジー）

「なるミライ」は、おもりを載せて海底に固定してある。Y字形の
台の上に立つ柱には、3枚羽根のプロペラがついた発電機がは
め込んである。置いてあるだけで、海底を掘削する基礎工事など
が行われているわけではないので、自然環境へおよぼす影響も少
ない。（画像提供／九電みらいエナジー）

船に取り付けられたクレーンで、大きな積み木のようにパーツごとに海底に設置される潮流発電機。
潮流発電機の設置作業は約1週間で済んでしまった。現在の出力は500kWだが、プロペラを高機
能タイプにすれば1500kWまでパワーアップすることが可能だ。（写真提供／九電みらいエナジー）

お話を伺った
九電みらいエナジーの
和
わ
田
だ
好
よし
広
ひろ
さん。

再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの１つとして注
ちゅう

目
もく

されている「潮
ちょう

流
りゅう

発
はつ

電
でん

」は、潮
しお

の干
かん

満
まん

によって生
しょう

じる潮
しお

の流
なが

れの運
うん

動
どう

エネルギー
を活

かつ

用
よう

して発
はつ

電
でん

をする方
ほう

法
ほう

だ。現
げん

在
ざい

行
おこな

われている実
じっ

証
しょう

実
じっ

験
けん

から、どんな発
はつ

電
でん

方
ほう

法
ほう

かレポートするぞ！

九電みらいエナジー九電みらいエナジーででお話お話をを聞いたぞ！聞いたぞ！

水中にある
風力発電機
みたいだ！

今回のテーマ今回のテーマ

海の中で海の中で
発電が発電が
できるの？できるの？
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潮の満ち引きによる潮の流れ
は昼夜の区別なく、およそ6
時間ごとに向きを変えながら
続く。その潮の流れによって
プロペラを回して発電機を動
かし、つくった電気を海底ケー
ブルで地上に運んでいる。

海に囲まれた日本には、西日本の一部を見ただけでも潮流発電の候補地がたくさんある。特に今回取材した五島エリアには
奈留瀬戸以外にも複数の候補地が存在する。環境にやさしく、安定して電気がつくれる潮流発電は、日本の未来の発電
方法の1つとして期待されている（かっこ内は流速で単位はメートル毎秒（m/s）。ピンクの枠は開発が期待できる海域）。
（NEDO、海上保安部などの資料をもとに九電みらいエナジーが作成）
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潮の満ち引きがエネルギーになる！

電気工学のことをわ
かりやすく解説して
いるコーナーをはじ
め、電気の現場で働
く人や研究者のイン
タビューも充実！　ぜ
ひチェックしてみてね。 パワーアカデミー 検索

パワーアカデミーのWEBサイトでパワーアカデミーのWEBサイトで
電気工学を学ぼう！電気工学を学ぼう！

潮流発電が実用化
されたら、環境に合った
発電方法を選んだり
できそうだね！
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